
 1 

  
平成２３年９月２７日、第２回中標津町農業委員会総会を、中標津町議事堂において開催、 

農業委員を招集する。 
 
       本日出席した委員 

１番   中 村 正 生 
２番   笠 原 康 博 
３番   房 川 喜 洋 
４番   氏 家 康 夫 
５番   杉 本 公 也 
６番   柴 野 忠 征 
７番   滝 本   広 
８番   本 田  信  幸 
９番   太 田    誠 
１０番   國 見 正 則 
１１番   久 保 伸 一 
１２番   小 沼   悟 
１３番   佐々木 邦 夫 
１４番   重 松 秀 光 
１５番   纓 坂 尚 久 
１６番   金 刺 健四郎 
１７番   安  田     稔 
１８番   戸 田 重 勝 
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附議した案件 
議案第７号  農地法第３条の規定による許可申請について 
議案第８号  農地法第５条の規定による許可申請について 
議案第９号  現況証明願いについて 
議案第１０号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について 
議案第１１号 農業経営基盤強化促進法第１３条の２の規定による買入協議の要請について 
議案第１２号 中標津町農業委員会地区推進班事務処理要領の一部改正について 
議案第１３号 中標津町農業委員会現況証明願書事務処理内規の一部改正について 
報告第２号  農地法第１８条第６項の規定による解約通知について 
報告第３号  農政委員会開催報告について 
報告第４号  農地委員会開催報告について 
報告第５号  農業経営改善計画認定について 
 
 
 
本日出席した職員 
      事 務 局 長   原 田 武 志 
            農地係長･庶務係長   若 森 修 二 
            農  地  主  査     吉 田 佳 弘 

係       本 間 光 代 
 

 

                （開 会   １０時３０分） 
 
議   長     おはようございます。 

ただ今の出席委員は１８名でございます。 
定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 
ただ今から第２回中標津町農業委員会総会を開会致します。 
本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 
議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 
日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 
会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致し
ます。 

３番   房 川 喜 洋 委員 
４番   氏 家 康 夫 委員 
以上、２名を指名致します。 

日程２、会務報告を事務局長から報告いたします。 

事務局長 

 
事務局長  ７月２６日の総会以降につきまして会務報告をいたします。 

項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 

最初は、８月５日標津町で開催された根室地方農業委員会連合会の臨時総会であり
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ます。 

農業委員の改選に伴い連合会の役員について改選が行われており、会長、代理、事

務局長が出席しております。連合会の会長は標津町農業委員会の栗栖会長、副会長は、

当農業委員会の安田会長、監事は別海町農業委員会の小野代理、根室市農業委員会の

矢部代理が選出されました。 

続いて、根室地方農業者年金協議会の役員改選が行われ、会長は当農業委員会の安

田会長、副会長は、別海町農業委員会の松田会長、監事は別海町農業委員会の小野代

理、根室市農業委員会の矢部代理が選出されております。 

次に、８月２４日北海道農業会議臨時総会が札幌市で開催され、農業委員改選に伴

う役員等の改選が行われました。会長には、藤野前会長に替わり、新しく紋別市農業

委員会の岡本会長が選出され、副会長には、浦河町農業委員会の小林会長が再任、愛

別町農業委員会の中島会長が新しく選任されました。なお、１号常任会議員として、

根室管内から標津町農業委員会の栗栖会長が選出されております。また、今後３年間

の本道農業委員会系統組織として推進する、「農業委員会業務・活動強化促進運動」推

進方針が審議され決議されております。 

次に、８月２６日から２８日で開催された夏季交流会であります。 

中標津町農業後継者対策協議会主催によります夏季の交流会は初めての試みであり、

参加女性も、初めて道内女性のみを対象として募集しました。当日の参加女性は、大

樹町１名、町内５名で合計６名となり、ウトロ等の観光、酪農家の視察、搾乳体験、

夜の歓迎会等で交流を深めたところであり、今後の進展に期待するところであります。 

２６日の開会式には、会長である町長、２７日の夜の歓迎会には、副会長である安

田会長が出席し歓迎の挨拶を行っております。 

次に、中標津町議会９月定例会が９月１２日から１６日まで開催され、一般行報告、

教育行政報告、一般質問等に引き続き、補正予算等が審議され可決決定しております。 

本会議が開かれた１２日と１６日、会長が出席しております。 

次に、根室地方農業委員会連合会主催によります、根室地方新任農業委員等研修会

が９月２０日に中標津町で開催され、管内の新任委員をはじめ委員、事務局員で計３

３名が参加し行われました。北海道農業会議佐久間事務局次長を講師として、農業委

員会の組織・活動、農業委員の役割等について講義を受けたところであります。 

中標津町からも新任委員６名と会長が出席しております。 

以上会務報告といたします。 

 

議  長  以上で会務報告を終わります。 
日程３、議案第７号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程いたし

ます。 

（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 久保委員 
 

久保委員  １１番久保です。 
議案第７号「農地法第３条の規定による許可申請について」(１) （２） について
一括して説明いたします。 
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（以下、議案資料を朗読） 
 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
 貸 主 中標津町字上標津          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
 借 主 中標津町字上標津          ○ ○ ○ ○ 
                       ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 

○○ ○○○○ 畑 畑 ４，３８４ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６５，０３３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，６６９ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，３８７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９２，３８１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３，８３５ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，５１３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ８，４６１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，３４８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３，０８８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，１２１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３７，７９１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２，１０３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６，２０５ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４７３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９２，８７２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，１４８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １８，３４４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４９，３２６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４４，３２３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６８，７１８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，８９２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６６，６６０ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １２，７０８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ７１，８７０ 〃 

計２５筆  畑 ６７４，６５３  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主 ○○○○に再度使用貸借するもの 
 借 主 再度使用貸借を受け○○○○の経営を継続する 
４．権利を移転しようとする契約の内容   利用権の設定（使用貸借） 
５．期 間     平成２３年１０月１日から平成３３年９月３０日まで 
６．当事者の経営状況 

経 営 地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 頭 数 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○ 
７．見取図 別 紙 
 
 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
 貸 主 中標津町字上標津          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
 借 主 中標津町字上標津          ○ ○ ○ ○ 
                       ○ ○ ○ ○ 
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２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 

○○ ○○○○ 畑 畑 ３３，５９４ 牧草畑 
〃 ○○○○ 原野 〃 １４，８８８ 〃 
〃 ○○○○ 畑 〃 ２５，００７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ５６，２２７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４５，８１４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １２５ 〃 
〃 ○○○○ 原野 〃 ６９，０１２ 〃 
〃 ○○○○ 畑 〃 ７，９４６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １１，３６６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，３６０ 〃 

計１０筆  畑 ２６５，３３９  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主 ○○○○に再度使用貸借するもの 
 借 主 再度使用貸借を受け○○○○の経営を継続する 
４．権利を移転しようとする契約の内容   利用権の設定（使用貸借） 
５．期 間     平成２３年１０月１日から平成３３年９月３０日まで 
６．当事者の経営状況 

経 営 地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 頭 数 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○ 
７．見取図 別 紙 
 
 

この２件の案件につきましては、使用貸借の期間満了に伴い、農地法第３条により

再設定するものであります。 
別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると考えます。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 佐々木委員 

 
佐々木委員  １３番佐々木です。 

議案第７号 「農地法第３条の規定による許可申請について」(３) について説明い
たします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
 譲渡人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
 譲受人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ 
                       ○ ○ ○ ○ 
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２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 

○○ ○○○○ 牧 場 採草放牧地 ３，６９１ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２１，４６６ 〃 

計２筆 採草放牧地 ２５，１５７  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人 離農のため 
 譲受人 経営規模拡大のため 
４．移転の方法   所有権の移転 
５．価格           ２５０，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 ２５０，０００円 
７．当事者の経営状況 

経      営      地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
８．見取図 別 紙 
 
 

この案件につきましては、○○○○氏の離農に伴い、近隣農家で唯一の隣接利用者

である○○○○に譲渡したい旨の申し出があったもので、価格を独自に設定するもの

であります。 
不整形で低利用地であり、別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該

当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考え、この譲渡は止むを得ないも

のと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（３）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程４、議案第８号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣を上程致します。 
（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 戸田委員 

 
戸田委員  １８番戸田です。 

上程になりました議案第８号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（１）

について説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 
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（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町東             ○ ○ ○ ○ 
  借 主 野付郡別海町            ○ ○ ○ ○   
                        ○ ○ ○ ○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

○○ ○○○○ 畑 畑 37,096の内 
１６，５３７  

３．許可を受けようとする事由  砂利・土採取のため 
４．転用の期間   平成２３年１０月２６日から平成２４年１０月２５日まで 
５．権利の種類   賃貸借権 
６．採 取 量   砂利 １５，３３３㎥  土 ２１，３８７㎥   
７．最 大 切 深   １３．８０ｍ  
８．見 取 図   別 紙 
 
 

この案件につきましては、砂利採取のため申請があったもので、申請地については、

平成１７年から着手され継続的に砂利採取されている一部であり、申請面積について

は約１．６５ヘクタールとなっており、農用地区域内の農地ではありますが、資源採

取のための一時転用申請であり、採取後においては平坦な約５ヘクタールの農地とし

て利用可能になることから、転用は止むを得ないものと判断いたしました。 
以上です。 

       
議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 

（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（２）と（３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 小沼委員 

 
小沼委員  １２番小沼です。 

上程になりました議案第８号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（２）

（３）を一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○  
                       ○ ○ ○ ○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 41,369の内 
１６，７９７  

３．許可を受けようとする事由  砂利採取のため 
４．転用の期間   平成２３年１１月１日から平成２４年１０月３０日まで 
５．権利の種類   使用貸借権 
６．採 取 量   砂利 ５６，２３９㎥ 
７．最 大 切 深   １６．０ｍ 
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８．見 取 図   別 紙 
 
 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名 
貸 主 中標津町字武佐            ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○  
                       ○ ○ ○ ○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 47,483の内 
２，９０２  

３．許可を受けようとする事由  砂利採取のため 
４．転用の期間   平成２３年１１月１日から平成２４年１０月３０日まで 
５．権利の種類   使用貸借権 
６．採 取 量   砂利 ９，０３８㎥ 
７．最 大 切 深   １６．０ｍ 
８．見 取 図   別 紙 
 
 

この２件の案件につきましては、砂利採取のため申請があったものです。 
申請地については、今年度４月から１年間の採取期間の申請で着手しておりました

が、予定の採取地が早期に完了したため、続き地を再度申請するものであります。 
９月６日に会長、代理、農地委員長・副委員長、第１地区推進班により完了確認を

行なっております。 
農用地区域内の農地ではありますが、資源採取のための一時転用申請であり、採取

後においては一団の１０数町の農地として利用可能になることから、転用は止むを得

ないものと判断いたしました。 
以上です。 

       
議  長  説明が終わりましたので、（２）と（３）の質疑に入ります。 

（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかりいたします。 
本案は原案のとおり、北海道知事宛送付することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員      異議なし 
 
議    長    ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、送付いたします。 
日程５、議案第９号「現況証明願いについて」を上程致します。 
（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 笠原委員 

 
笠原委員  ２番笠原です。 

議案第９号「現況証明願いについて」（１）（２）について説明いたします。 



 9 

（以下、議案資料を朗読） 
 
（  １  ） 
１．申請人の住所、氏名 
 中標津町東              ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 
所 在 地  番 公簿 現  況 面 積 ㎡ 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 農地・採草放牧地以外 １０，４６７ 山林 

３．申請の理由 
  砂利採取計画認可申請のため 
４．見取図 別紙 
 
 

この案件につきましては、砂利採取予定地の現況を確認するため、申請があったも

のです。当該地につきましては、山林に囲まれ同化している土地であり、○○氏が離

農する際に、地目変更の手続きをせずに公簿上、畑として残っていた場所です。 
８月３１日に第３地区推進班で現地確認したところ、現況から判断して農地・採草

放牧地以外の土地であると判断したものであります。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（  ２  ） 
１．申請人の住所、氏名 
 中標津町川西               ○ ○ ○ ○ 
                      ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 
所 在 地  番 公簿 現  況 面 積 ㎡ 利用状況 
○○○○ ○○○○ 山林 農地・採草放牧地以外 24,490の内 

１２，５０６ 原野 

〃 ○○○○ 〃 〃 25,935の内 
６，９９２ 〃 

３．申請の理由 
  農振開発行為申請・砂利採取計画認可申請のため 
４．見取図 別紙 
 
 

この案件につきましては、継続的に砂利採取が行なわれている土地であり、本年も

砂利採取をするために現況申請があったものです。 
公簿上、山林であることから、現況につきましても、農地・採草放牧地以外の土地

であると判断したものであります。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
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議  長  ご異議ないものと認めます。 
よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程６、報告第２号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」を議

題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり） 農地係長 

 
農地係長  報告第２号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」事務局よりご

説明いたします。 
議案の５５ページからになります。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地 

所 在 地  番 現 況 面  積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 325,862の内 

９２，５００  
３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成２１年８月１日から平成２６年７月３１日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年８月１２日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この案件については、議案第１０号（２）に関連するものであり、あっせん会議の

結果、新たに○○氏へ賃貸借することとなり、現在貸借中の農地を期間内解約するも

のであります。 

（２）から（４）は貸主同一の為、一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町俵中               ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 ２３，１０７  
〃 ○○○○ 〃 24,793の内 

９，１１２  
〃 ○○○○ 〃 ６６６  
〃 ○○○○ 〃 ５４６  

○○○○ ○○○○ 〃 35,212の内 
６，３５６  

〃 ○○○○ 〃 527の内 
１０６  

〃 ○○○○ 〃 534の内 
１０７  

計 ７ 筆 畑 ４０，０００  
３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成１８年６月１日から平成２８年５月３１日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月６日 
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６．解約の理由     合意解約 
 
 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町俵中               ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 12,285の内 

１，０７８ 
 

〃 ○○○○ 〃 35,212の内 
２５，６７８  

〃 ○○○○ 〃 527の内 
４２１  

〃 ○○○○ 〃 534の内 
４２７  

○○○○ ○○○○ 〃 2,896の内 
２，３９６  

計 ５ 筆 畑 ３０，０００  
３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成１８年６月１日から平成２８年５月３１日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月６日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 
（ ４ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町俵中               ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 41,981の内 

１１，１４１  
〃 ○○○○ 〃 24,793の内 

１５，６８１  
○○○○ ○○○○ 〃 35,212の内 

３，１７８ 
 

計 ３ 筆 畑 ３０，０００  
３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成１８年６月１日から平成２８年５月３１日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月６日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この３件については、議案第１０号（３）から（５）に関連するものですが、（２）

○○○○氏の分については、離農に伴い現在貸借中の農地を期間内解約するものです。 

（３）（４）につきましては、○○氏より返却された農地を含めた賃借地の集積利用

を再度見直すためのあっせん会議の結果、新たに○○氏・○○氏・○○氏へ賃貸借す

ることとなり、現在貸借中の農地を期間内解約するものであります。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ５ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 札幌市中央区              ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 
借 主 中標津町字俵橋             ○ ○ ○ ○ 
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２．解約する土地  
所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 ８０，９０５  

３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成２２年１２月２１日から平成２７年９月２７日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月１２日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この案件については、議案第１０号（６）に関連するものであり、○○氏離農のた

め、現在貸借中の農地を期間内解約するものです。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ６ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町字俵橋              ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 ３９，３０１  
〃 ○○○○ 〃 １０，８７４  

計 ２ 筆 畑 ５０，１７５  
３．利用権の種類    使用貸借権 
４．契約期間      平成１４年１０月１日から平成２４年９月３０日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月２６日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この案件については、議案第１０号（８）に関連するものであり、近隣の○○氏へ

譲渡するため、使用貸借を期間内解約するものです。 
（７）、（８）は貸主同一の為、一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ７ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町計根別              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町字計根別             ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 ３９，６６９  
〃 ○○○○ 〃 １９，８３４  
〃 ○○○○ 〃 ２６，４４６  
〃 ○○○○ 〃 １３，２２２  
〃 ○○○○ 〃 49,586の内 

２９，０００  
○○○○ ○○○○ 〃 39,669の内 

１１，０００  
計 ６ 筆 畑 １３９，１７１  

３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成２２年１２月２１日から平成２５年１１月３０日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月６日 
６．解約の理由     合意解約 
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（ ８ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町計根別              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町字当幌              ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 10,350の内 

９，８７７ 
 

〃 ○○○○ 〃 13,350の内 
１１，７４７  

〃 ○○○○ 〃 ６，４６０  
〃 ○○○○ 〃 48,818の内 

４４，３８９  
〃 ○○○○ 〃 16,833の内 

１３，４８１  
計 ５ 筆 畑 ８５，９５４  

３．利用権の種類    賃貸借権 
４．契約期間      平成２０年５月１日から平成２５年１１月３０日まで 
５．合意解約成立の日  平成２３年９月６日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この２件については、議案第１１号（２）の買入協議に関連するものであり、○○

氏・○○氏と期間内解約し、○○○○への譲渡を進めようとするものです。 
以上です。 

 
議  長  以上で報告を終わります。 

日程７、議案第１０号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用

集積計画の決定について」を上程致します。 
（１）から（７）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 佐々木委員 

 
佐々木委員  １３番佐々木です。 

議案第１０号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について」（１）から（７）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
  譲受人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 原野 畑 １，２５１ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  狭小農地を近隣農家に譲渡するもの 
  譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容   所有権の移転 
５．価 格          ５０，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 ５０，０００円 
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７．譲受人の経営状況 
経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別 紙 
 
 

この案件につきましては、○○氏から、号線敷地と河川敷地に囲まれている狭小地

の売払いのあっせん申し出があり、保有合理化事業で取得予定の、唯一の隣接利用者

である○○氏が一団で利用するため譲り受けるものであります。 
別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

るとものと判断いたしました。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ９７，７６１ 牧草畑 

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  近隣農家に賃貸するもの（賃借人の変更） 
  借 主  経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１０月１日から平成２８年９月３０日まで 
６．価 格       年    ３５１，０００円 
７．資金調達方法    自己資金 ３５１，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 
農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 

この案件につきましては、現在、○○○○氏が賃借している農地を解約し、新たに

○○○○氏が借りるものであります。地域の離農者の土地を含め、集積を図るために、

あっせん会議を開催し決定したものであります。 
別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

るとものと判断いたしました。 
（３）から（５）は貸主が同一なので一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
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  借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  近隣農家に賃貸するもの（賃借人離農による変更） 
  借 主  経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１０月１日から平成２８年５月３１日まで 
６．価 格       年    １４０，０００円 
７．資金調達方法    自己資金 １４０，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営作物 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ４ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  近隣農家に賃貸するもの（賃借人離農による変更） 
  借 主  経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１０月１日から平成２８年５月３１日まで 
６．価 格       年    １０８，０００円 
７．資金調達方法    自己資金 １０８，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 山林 畑 12,285の内 
１，０７８ 牧草畑 

〃 ○○○○ 畑 〃 35,212の内 
３０，６７８ 〃 

〃 ○○○○ 〃 〃 527の内 
４２１ 〃 

〃 ○○○○ 〃 〃 534の内 
４２７ 〃 

○○○○ ○○○○ 牧場 〃 2,896の内 
２，３９６ 〃 

計５筆  畑 ３５，０００  

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 35,212の内 
３，１７８ 牧草畑 

〃 ○○○○ 原野 〃 41,981の内 
１１，１４１ 〃 

〃 ○○○○ 畑 〃 24,793の内 
１５，６８１ 〃 

計３筆  畑 ３０，０００  
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（ ５ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ２３，１０７  
〃 ○○○○ 〃 〃 24,793の内 

９，１１２  
〃 ○○○○ 〃 〃 ６６６  
〃 ○○○○ 〃 〃 ５４６  

○○○○ ○○○○ 〃 〃 35,212の内 
１，３５６  

〃 ○○○○ 〃 〃 527の内 
１０６  

〃 ○○○○ 〃 〃 534の内 
１０７  

計７筆  畑 ３５，０００  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  近隣農家に賃貸するもの（賃借人離農による変更） 
  借 主  経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１０月１日から平成２８年５月３１日まで 
６．価 格       年    １４０，０００円 
７．資金調達方法    自己資金 １４０，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営作物 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 

これら３件の案件につきましては、○○氏の農地を賃借していた○○○○氏が離農

するにあたり、返却された農地を含めた賃借地の集積利用を再度見直すため、あっせ

ん会議を開催し決定したものであります。 
別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

るとものと判断いたしました。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ６ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
 貸 主 札幌市中央               ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 
借 主 中標津町字俵橋             ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ８０，９０５ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  借主が離農したため、借主を再設定し賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
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４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期間      平成２３年９月２８日から平成２７年９月２７日まで 
６．価格      年     １１６，５００円 
７．資金調達方法  自己資金  １１６，５００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 

この案件につきましては、保有合理化事業により○○○○氏が○○ら賃借していた

農地を○○氏が離農することになり、新たに借主を設定するためあっせん会議を開催

し、○○氏に決定したものであります。 
別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

るとものと判断いたしました。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ７ ）  
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
譲渡人 中標津町字俵橋            ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
譲受人 札幌市中央区             ○ ○ ○ ○  
                       ○ ○ ○ ○  
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ９６，５７９ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ５７，６８６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，３５０ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １８，６００ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １２６，１００ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ７２，０６９ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ７９，７２５ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６９，８７３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ７，２５１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４６，４７０ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ８０，０８２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １７，４０７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １４，２５３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３９，５６９ 〃 

計１４筆 畑 ７６４，０１４  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡すもの。 
  譲受人  農地保有合理化促進事業により買い入れるもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 
５．価   格               ５７，３０４，０００円 
６．資金調達方法  北海道信連資金による  ５７，３０４，０００円 
７．譲受人の経営状況  ○○○○につき省略 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別紙 
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本案件については、○○○○氏の離農に伴い、農地保有合理化促進事業により一括

で○○○○に売り渡すものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）から（７）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（８）と（９）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 中村委員 
 

中村委員  １番中村です。 
議案第１０号（８）（９）について、一括して説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ８ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
  譲受人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３９，３０１ 牧草畑 
〃 ○○○○ 山林 〃 １０，８７４ 〃 

計 ２ 筆  畑 ５０，１７５  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  農地を交換し集積を図るもの 
  譲受人  農地を交換し集積を図るもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容   所有権の移転 
５．価 格          ３，８５０，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 ３，８５０，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別 紙 
 
 
（ ９ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳歳 農業 
  譲受人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，３６７ 牧草畑 

３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  農地を交換し集積を図るもの 
  譲受人  農地を交換し集積を図るもの 
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４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容   所有権の移転 
５．価 格          ３，８５０，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 ３，８５０，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営作物 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○○ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別 紙 
 
 

この２件の案件につきましては、先代から交換利用していた農地を正式に所有権を

移転し整理したいとの申し出があったもので、地域の隣接農家に了承を得て、農地の

集積を図るものであります。 
農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断いた

しました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（８）と（９）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（１０）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 小沼委員 
 

小沼委員  １２番小沼です。 
議案第１０号（１０）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ０ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
  借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○  
                       ○ ○ ○ ○  
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 38,308の内 
２９，７００ 牧草畑 

〃 ○○○○ 山林 〃 9,153の内 
７，８００ 〃 

計２筆  畑 ３７，５００  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１０月１日から平成２８年９月３０日まで 
６．価 格       年      １４２，５００円 
７．資金調達方法    自己資金   １４２，５００円 
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８．借主の経営状況 
経 営 地 家 畜 構

成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 

この案件につきましては、賃貸借の期間満了に伴い、再設定するものであり、農業

経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断いたしまし

た。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１０）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（１１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 本田委員 
 

本田委員  ８番本田です。 
議案第１０号（１１）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ １ ）  
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
譲渡人 中標津町東                ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
譲受人 札幌市中央区               ○ ○ ○ ○ 
                         ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３０，２０２ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，２９５ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １７，７５３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ８，３３７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２２，３５１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６，５２４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，８４２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，０６２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，２３４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６３，３０６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２１，６１０ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，１９１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２２，０６６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２２，０２１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２１，８２９ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６，５６２ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３２，３１７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４，２０９ 〃 
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○○○○ ○○○○ 畑 畑 １０，７２６ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３９，７６３ 〃 
〃 ○○○○ 宅地 施設用地 ３，６５８．７１ 施設用地 
〃 ○○○○ 雑種地 〃 １９５ 〃 
〃 ○○○○ 宅地 〃 ３，７９１．７７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，０３６．７０ 〃 
〃 ○○○○ 畑 畑 ８５６ 牧草畑 
〃 ○○○○ 牧場 採草 放 牧地 ５，６２５ 〃 
〃 ○○○○ 畑 畑 １１，０５８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２９，８７１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １００，６９６ 〃 

畑 ５６８，６８１  
採草 放 牧地 ５，６２５  計２９筆 ５８２，９８８．１８㎡ 
施設用地 ８，６８２．１８  

３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡すもの。 
  譲受人  農地保有合理化促進事業により買い入れるもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 
５．価   格               ４０，２８８，０００円 
６．資金調達方法  北海道信連資金による  ４０，２８８，０００円 
７．譲受人の経営状況  ○○○○につき省略 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別紙 
 
 

本案件については、○○○○氏の離農に伴い、農地保有合理化促進事業により一括

で○ ○ ○ ○に売り渡すものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促

進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１１）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程８、議案第１１号｢農業経営基盤強化促進法第１３条の２の規定による買入協議

の要請について｣を上程致します。 
（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 佐々木委員 
 

佐々木委員  １３番佐々木です。 
議案第１１号「農業経営基盤強化促進法第１３条の２の規定による買入協議の要請

について」(１)について説明致します。 
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（以下、議案資料を朗読） 
 
（ １ ） 
１．所有権移転のあっせん申出者の住所、氏名 
 標津郡中標津町俵中 
     ○ ○ ○ ○ 
 
２．申出を受けた年月日 

平成２３年４月２９日 
 
３．農地保有合理化法人を含めた調整経過 
  平成２３年５月６日農地保有合理化法人及び町担当部局により農用地の利用調整を行った
結果、当該農用地については速やかな売買の調整を図ることが困難であることから、買入協
議の対象とすることで意見の一致をみた。 

 
４．当該農用地の利用集積に係る意見 
  当該農用地は、周辺地域における農用地の保有及び利用の現況、将来の見通しからみて効
率的かつ安定的な農業経営を営む者に対し利用集積を図ることが望ましい農用地であるこ
とから、農地保有合理化法人による買入が特に必要である。 
 
土地の表示                         （○ ○ ○ ○） 
所  在 

（標津郡中標津町） 
地  番 公簿地目 現況地目 面 積（㎡） 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４８，９１６ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 １９，２６３ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ３６，７７７ 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３７，０３９ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ３７，０３９ 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ６，３１１ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ５４，７２８ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ３，６２１ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ３７，９９７ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ５９，４６２ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ３８，５７３ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ９，６２１ 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，７２６ 

    〃 ○○○○ 畑 畑 ９，５６４ 

〃 ○○○○ 畑 畑 ３８，７２３ 

〃 ○○○○ 畑 畑 ２５，５８６ 

〃 ○○○○ 畑 畑 ２４，７０７ 

畑 ５３７，６５３ 
計 １７ 筆 

 
 合 計 ５３７，６５３ 

 
 

この案件につきましては○○○○氏より、農用地を譲渡したい旨の申出があったも

ので、地区推進班及び関係機関との農地あっせん会議を開催した結果、直ちに売却す

ることは困難であり、担い手農業者への集積を図るためには、農地保有合理化法人に

よる買入が必要と判断したものです。 
中標津町長に対し、農地保有合理化法人に農地の買入協議を行なう旨の通知を行な

うように要請をするものであります。 
なお、この農地保有合理化法人が買い入れた後、５年間賃貸し、その後借主に売り

渡すことになっています。 
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以上でございます。 
  

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
(２) について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 氏家委員 
 

氏家委員  ４番氏家です。 
議案第１１号「農業経営基盤強化促進法第１３条の２の規定による買入協議の要請

について」 (２)について説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．所有権移転のあっせん申出者の住所、氏名 
 中標津町計根別北２条東４丁目１番地 
     ○ ○ ○ ○ 
 
２．申出を受けた年月日 
 平成２３年 ７月１１日 
 
３．農地保有合理化法人を含めた調整経過 
  平成２３年７月１９日農地保有合理化法人及び町担当部局により農用地の利用調整を行った
結果、当該農用地については速やかな売買の調整を図ることが困難であることから、買入協議
の対象とすることで意見の一致をみた。 

 
４．当該農用地の利用集積に係る意見 
  当該農用地は、周辺地域における農用地の保有及び利用の現況、将来の見通しからみて効率
的かつ安定的な農業経営を営む者に対し利用集積を図ることが望ましい農用地であることか
ら、農地保有合理化法人による買入が特に必要である。 
 
土地の表示                         （○ ○ ○ ○） 
所  在 地  番 公簿地目 現況地目 面 積 （㎡） 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３９，６６９ 

〃 ○○○○ 〃 〃 １９，８３４ 

〃 ○○○○ 原野 〃 ２６，４４６ 

〃 ○○○○ 〃 〃 １３，２２２ 

〃 ○○○○ 〃 採草放牧地 ３０，０８５ 

〃 ○○○○ 畑 畑 ４９，５８６ 

○○○○ ○○○○ 〃 〃 １０，３５０ 

〃 ○○○○ 〃 〃 １３，３９４ 

〃 ○○○○ 〃 〃 ６，４６０ 

〃 ○○○○ 〃 〃 ４８，８１８ 

〃 ○○○○ 原野 〃 １６，８３３ 

〃 ○○○○ 畑 〃 ３１５ 

〃 ○○○○ 原野 採草放牧地 ３９，６６９ 

〃 ○○○○ 〃 〃 ４９，５８６ 

〃 ○○○○ 雑種地 畑 ３，４０４ 

〃 ○○○○ 〃 〃 １，４７９ 

〃 ○○○○ 〃 〃 ５２ 

○○○○ ○○○○ 畑 〃 ２，５３９ 
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畑 ２５２，４０１ 
採草放牧地 １１９，３４０ 計１８筆 

合 計 ３７１，７４１ 
 
 

この案件につきましては ○○○○氏より、農用地を譲渡したい旨の申出があったも
ので、地区推進班及び関係機関との農地あっせん会議を開催した結果、直ちに売却す

ることは困難であり、担い手農業者への集積を図るためには、農地保有合理化法人に

よる買入が必要と判断したものです。 
中標津町長に対し、農地保有合理化法人に農地の買入協議を行なう旨の通知を行な

うように要請をするものであります。 
なお、この農地保有合理化法人が買い入れた後、５年間賃貸し、その後借主に売り

渡すことになっています。 
以上でございます。 
  

議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし 
 
議   長   ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程９、報告第３号｢農政委員会開催報告について｣を議題に供します。 

      内容を委員長から報告願います。 
      （挙手あり） 纓坂委員長 
 
纓坂委員  １５番纓坂です。 

それでは、農政委員会より報告いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
農政委員会報告書 

 平成２３年８月３０日 
 

中標津町農業委員会 会長 安 田  稔 様 
 
                          農政委員会 委員長 纓坂 尚久 
 
 平成２３年８月９日役場２０２号会議室、平成２３年８月３０日役場３０２号会議室において、農
政委員会を開催し審議を行ったので、中標津町農業委員会会議規則第２３条の規定によりその結果を
報告します。 
 
◎審  議  内  容 
１ 「中標津町農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想」の策定に係る協議 
 中標津町長より「中標津町農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想」の策定に係る意見書の提
出の依頼がされたので基本構想の内容について次のとおり審議し結論を得た。 
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○審議結果 
 基本構想に示されている中標津町農業の現況、目標としている年間労働時間の 1,800～2,000時間の
妥当性、目標とする経営類型の粗飼料の疑問等細部に渡り協議し、当委員会としての修正の要望を中
標津町農林課に伝えております。 
 
２ 農地等の転用許可等に関する事務の権限移譲 
 昨年の第１回農政委員会において継続となっていた本件について、１年が経過したことから最終結
論とするため次のとおり審議し結論を得た。 
○審議結果 
 ８月９日の第１回委員会では、昨年「砂利等採取審査要綱」による許可の実績もあり権限移譲を容
認する意見と権限移譲を受けることによるデメリットとして「行政処分に対する異議の申立先が本農
業委員会」となるとの意見も出された。全体では、全道でも３分の２が移譲を受け、根室管内では、
中標津町だけ受けていないとの状況から移譲に前向きではあったが、転用は農地委員会の方で所管す
る事が多いとの意見があり合同委員会を開催し結論を出すこととした。 
 ８月３０日の第１回農地委員会・第２回農政委員会合同委員会では、内規による事前打合せにより
協議が整った案件のみ申請されるので不許可案件は発生しないので、異議の申立ても出されないとの
意見、移譲後も申請から許可までの期間が極端に短くならないのでは、メリットがないのではとの意
見も出されたが、結論としては、来年度権限の移譲を受けることの意見で一致したものであります。 
 
３ 中標津町農業委員会地区推進班事務処理要領の一部改正 
４ 中標津町農業委員会現況証明願事務処理内規の一部改正 
 過去の関係法令等が改正される都度、本事務処理要領、事務処理内規の見直しを行っていなかった
ため、今回見直しを行い一部改正するもので次のとおり審議し結論を得た。 
○審議経過 
 過去の関係法令等が改正される都度、本事務処理要領、事務処理内規の見直しを行っていなかった
ことにより、現在の関係法令等とのずれが発生している事から整合性を図るため見直しによる一部改
正は必要と判断した。 
 
 

以上、農政委員会の開催報告とします。 

 
議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
以上で農政委員会の報告を終わります。 

日程１０、議案第１２号「中標津町農業委員会地区推進班事務処理要領の一部改正

について」を上程致します。 
提案内容を事務局から説明願います。 
（挙手あり）  事務局長 

 
事務局長  上程になりました、議案第１２号｢中標津町農業委員会地区推進班事務処理要領の一

部改正について」の提案理由について説明をさせて頂きます。 

議案の４９ページをお開きください。 
本要領は、昭和６２年７月に制定され平成４年２月改正を最後に改正が行われない

まま現在に至っております。 
その間、平成５年には、農用地利用増進法が現在の農業経営基盤強化法に改められ、

平成２１年６月には農地法が改正されるなど、法律の改正があり、当農業委員会でも

昨年、砂利採取に係る内規を制定しており、それに合わせたかたちで本要領の改正が

必要でありました。 
今回、関係法令の過去の改正との整合性を図る必要があることから今回の一部改正
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を行なうものであります。 
改正条文でございますが、第３条中「第２条の（   ）の内容」を「２ 前条に定め

る事務の処理方法は、次により行うものとする。」に改める。 

第３条（２）ニ中「農地法第３条の規定による許可申請書」の次に「又は農業経営

基盤強化事業参加申込書」を加える。 
第３条（４）イ中「農地転用を行う者は、」の次に「中標津町農地一時転用による砂

利等採取審査要綱（内規）による事前打合せを行い、」を加える。 
第３条（４）ロを「事務局は、その転用当事者に事前打合せに必要な、転用目的（内

容）及び転用地の位置図、その農地等の復元方法の概要を提出させ当該転用地の所在

する地区推進班に通知するものとする。」に改めるものであります。 

附則としまして、この要領は、平成２３年１０月１日から施行するものであります。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、可決されました。 

日程１１、議案第１３号「中標津町農業委員会現況証明願書事務処理内規の一部改

正について」を上程致します。 
提案内容を事務局から説明願います。 
（挙手あり）  事務局長 

 
事務局長  上程になりました、議案第１３号｢中標津町農業委員会現況証明願書事務処理内規の

一部改正について」提案理由について説明をさせて頂きます。 

議案の５１ページをお開きください。 
今回の内規の改正は、平成２１年６月の農地法の改正にともない、それに合わせて

北海道農地法関係事務処理要領が平成２２年２月に改正され、その改正に合わせ現在

使用している申請様式等を北海道で定めている様式に統一し、整合性を図るため、今

回の一部改正を行なうものであります。 
改正条文でございます。 
第１条中「別紙現況証明願書１部に位置図、見取図（分割、求積図）土地登記簿謄

本を添付し」を「別紙現況証明願書（別記第１号様式）２部と位置図、見取図（分割、

求積図）登記事項証明書等の添付書類各１部を」に改める。 
第２条（１）中「別紙現況証明願処理台帳」の次に「（別記第２号様式）」を加える。 
第３条（１）中「２名」を「３名」に改め、「行う」を「行い、現地調査表（別記第

３号様式）を作成する」に改める。 
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第５条中「別紙様式」を「、現況証明願書の奥書」に改める。 
第９条中「農地法関係処理要領（既墾地の部）」を「北海道農地法関係事務処理要領」

に改める。 
別記様式を次のように改める。 
〇別記第1号様式 現況証明願書    （※ 様式省略） 
〇別記第２号様式 現況証明願処理台帳 （※ 様式省略） 
〇別記第３号様式 現地調査票     （※ 様式省略） 
をそれぞれ改正するものであります。 
附則としまして、この内規は、平成２３年１０月１日から施行するものであります。 
以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、可決されました。 

日程１２、報告第４号「農地委員会開催報告について｣を議題に供します。 

内容を委員長から報告願います。 
      （挙手あり） 金刺委員長 
 
金刺委員  １６番金刺です。 

それでは、農地委員会より報告いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
農地委員会報告書 

 平成２３年８月３０日  
 

中標津町農業委員会 会長 安 田  稔 様 
 
                            農地委員会 委員長 金刺 健四郎 
 
 平成２３年８月３０日役場３０２号会議室において、農地委員会を開催し審議を行ったので、中標
津町農業委員会会議規則第２３条の規定によりその結果を報告します。 
 
◎審  議  内  容 
１ 平成２３年度「農地パトロール（利用状況調査を含む）」実施要領に策定について 
 本実施要領は、北海道農業会議が策定した「農業委員会業務・活動強化促進運動」推進方針で示さ
れた農地パトロールの推進に関する取り組みに本農業委員会として必要な事項を定めるものであり次
のとおり審議し結論を得た。 
○審議結果 
 本実施要領（案）について審議し、実施期間は９月２０日から１０月１０日の期間中に９班体制で
実施することし、実施日については、事務局で作成し後日班長にお知らせするとの意見で一致したも



 28 

のであります。 
 遊休地が確認された場合の指導についても審議されましたが、最終結論までには至りませんでした。 
 また、利用状況調査後の報告会、その後の農地パトロールも実施すること了承されております。 
 
 

以上で、農地委員会の開催報告といたします。 
 

議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
以上で農地委員会の報告を終わります。 

日程１３、報告第５号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり）  農地係長 

 
農地係長  報告第５号「農業経営改善計画認定について」、事務局よりご報告致します。 

議案の、６９ページになります。 

今回については、平成２３年４月８日付から平成２３年８月５日付で、認定のあっ

た者について記載しておりますので、お目をとおして頂きたいと思います。 

新規認定者２名、再認定者８名となっています。 

以上です。 

 

議  長  以上で報告を終わります。 
以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 
これをもちまして、第２回総会を閉会致します。 
ご苦労様でした。 
 

（閉会   １１時３０分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 
 
 
 
 
 
平成２３年９月２７日 
 
 
 
 
                  会  長                                       
 
 
                  ３ 番                                      
 
 
                  ４ 番                                      

 
 


